第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年7月4日（水）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名:差別や偏見と立ち向かう生き方　(4－(3))

２．ねらい：人権作文の前に、この資料を学習することで、「差別問題と自分との関わり」について考え、差別するのはなぜかと考える。
　　　　　　《ポイント①》「知らない」「学習していない」ことで差別してしまうことのあることを知る。

　　　　　　《ポイント②》真剣に考えなければいけないのは差別を受けている人ではなく、その周りにいる自分達であることを知る。(差別問題は、自分達の問題であることを知る)
３．資料名：Ｋ先生の決心（とっておきの道徳Ⅳ(日本標準)）

４．学習指導過程

	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	学習のめあての確認
	① テストの点数や体力テストの記録などを友だちと比べて、自分が良かったのでうれしく感じたことはありませんか。
※確認後、Ｋ先生について学習することを伝える。
	【一斉・発表】

・確認程度
・誰にでも人よりも上に立ちたいという気持ち(優越感)があることに気づかせる。

	展開
	資料を読みながら、Ｋ先生の生き方について考える。


	「Ｋ先生は、今から30年ほど前に初めて教師になりました。採用試験の時『養護学校に勤める気はないか』と聞かれ、『むしろ普通学校より養護学校にいきたいです！』と元気よく答えたら、面接官にびっくりされたようです。その後すぐに採用が決定したそうです。」

② このようなＫ先生についてどう思いますか。

· 大変の仕事を自分から希望するなんてすごい。

· 自分にはできない。

· 自分だったら、普通の学校を希望する。
	【一斉・発表】
・確認程度

・養護学校についての説明は、先にしておくと良い。



	
	
	「Ｋ先生は、教師として初めて養護学校に赴任をしました。そこは肢体不自由な子どもたちがたくさん寮生活をしていました。脳性まひで身体が揺れてまっすぐ歩けない子。手足がなくて車椅子の子。また、知的発達が遅れている子。つまり障害のある子どもたちです。Ｋ先生は、そんな子どもたちの力になれる、役に立てることが嬉しくて、毎日張り切って仕事をしていました。」と説明。

資料１を配布し、範読、登場人物の切り絵を貼る。
	

	
	
	③ 困り果てたお母さんは、Ｋ先生と一緒にいる子どもたちを指差して、なんと叫んだでしょう。

· あんな子たちでも聞き分けがあるのに。

· あんな体でもがんばっているのに。

「お母さんは、『そんなにわがままを言うと、罰が当たって、あんなふうになってしまいますよ！』と叫んだそうです。」
	【一斉・発表】

・差別感情から発せられる言葉を想像させ、その醜さを実感させる

	展開
	
	④【中心発問】あなたが、Ｋ先生ならどう思いますか。また、それはなぜですか。
· 罰が当たったのではない。

· よくそんなことが言えるな。

· 親(人間)としては最低だ。

※乱暴な言葉が出てきたときには、再度気持ちやその言葉の意味を聞きなおし、適切な言葉に直す。
	【一斉・発表】

・必要に応じて【グループ】
・意見交換をして、母親の言葉が差別意識からきていることに気づかせる。

	
	
	「実際には怒鳴ることはできませんでした。今、まさに怒鳴ろうとしたとき、誰かが上着を引っ張るのです。振り向くと、二人の子どもたちがＫ先生の上着を引っ張り、『先生、このイチゴのネックレスとリンゴのネックレス、どっちがいいと思う？』と聞くのです。『何でこんなときに、能天気な！』と怒りが収まらないＫ先生を、2人の子どもはアクセサリーの買い物に引き込みました。」

「帰りの車の中でＫ先生は、女の子たちに『なぜ怒らなかったのか』と聞いたそうです。」
	

	
	
	資料２を配布し、範読。

⑤ Ｋ先生は、何を決心したと思いますか。また、その理由は？

· 絶対に差別を許さない。

· 差別と戦う。
	【一斉・発表】

※必要に応じて、
【グループ】

・差別を許さない決心を感じ取らせる発問。

	終末
	自分の生活を振り返りながら。
	資料３を配布し、範読。

「『障害者問題』って誰の問題だろう？『障害者』の問題？それならこの問題は『障害のある人』が勉強すべきですよね。Ｋ先生が言いたかったのは、『障害者問題』とは障害のない人の問題なのだ、ということですね。」

「身近には、高齢者、障害者、ＨＩＶ感染者など、外国人、友だちなどその他の問題もあります。」

⑥　自分の生活を振り返りながら、授業の感想を書く。
	【個人・ワークシート】
→【一斉・発表】

・来週、人権作文を書くことを予告する。

《テーマ》
「自分と○○問題とのかかわり」

「自分の体験から考える」


５．準備物：資料１～３、ワークシート、掲示物
６．板書計画
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７、今後へ改善点

　◎前半に時間をかけず、授業の感想のところに時間をかける。
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